
2025 年度 ３学年進路通信 Vol.6 
関東第一高等学校 

校長 乙幡和弘 

監修 進路指導部 

８月 28 日(木)発行 

まもなく総合型選抜入試の出願が始まります。それに伴い、進路通信 Vol.６では出願における注意点について

記載しています。各大学の入試要項を見ながら、書いてある文言通りに出願すれば問題ありません。しかし、複

数校の受験となると、大学ごとに出願の方法も異なるので、すでに一度出願したから大丈夫、などと油断して大

きなミスを犯してしまうこともあります。先輩たちのミスの事例も交えながら、どのようなところに注意して出

願を行えばいいのか、確認しておきましょう。 

不明な点や迷うことがあれば、各大学の入試課に問い合わせてください。大学の入試課に問い合わせたからと

いって評価が落ちるということは全くありません。どのような些細な事でも対応してくれるので、大学の入試課

に問い合わせれば教員に聞くよりも正確な回答が得られます。 

 

○専願か併願可能かの確認(総合型選抜、公募制推薦) 

 

 

 

 

 

 

 

(明治学院大学入試要項より引用) 

明治学院大学は他大学を併願受験しても構わないが、「本学に合格した場合は入学していただくことが条件で

す。」とあるため、専願制なので併願校を第一志望とした受験はできません。仮に併願校に合格して明治学院大

学にも合格したら、明治学院大学へ入学しなければなりません。すなわち専願受験の大学ということです。 

 

 

 

 

 

 

 

(東京都市大学入試要項より引用) 

 

 一方、東京都市大学は同形態の総合型選抜入試における学内他学科の併願はできないものの、「この入試は専

願制ではないので、合格後の辞退を認めています。」とあるため、併願可能の入試とわかります。合格した後に

入学するかどうかは他大学の受験状況を見て家庭の判断に委ねられています。 

 

 



○使用する筆記用具について 

 基本的に消せない黒色ボールペンを使用します。フリクションなどの消せるボールペンは使わないでください。 

書き損じた場合に修正テープを使うことが認められている場合が多いです。ただし、成城大学のように曖昧な書

き方をしている場合は、「出願まで時間がない」という状況以外は修正テープを使わない方が無難でしょう。 

 

 

 

 

(國學院大學入試要項より引用) 

 

                                 (成城大学入試要項より引用) 

 

○写真について 

・卒業まで学生証の写真として用いる大学がほとんどです 

 

 

 

(東洋大学入試要項より引用) 

 大学卒業まで受験票の写真が利用されることもあるので、制服での写真ではなく、写真館や証明写真機で撮る

受験生が多いです。 

 

・容量を確認したうえで写真データも準備しましょう 

以下にあるように写真データが必要な大学もほとんどなので、写真とともにデータも CD やデータ等でもらえ

る場所で撮影するとよいでしょう。その他使用する写真についても注意事項が様々あるので、証明写真で出願不

可とならないように気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

(千葉大学入試要項より引用) 

 

 

 

 

 

 

(立教大学入試要項より引用) 



○調査書について 

・いくつ併願しても、追加出願でも１通の提出で構わない 

 

 

 

(芝浦工業大学入試要項より引用) 

 

・後日追加出願する場合は新たに提出が必要 

 

 

 

 

 

 (國學院大學入試要項より引用) 

 大学によって調査書が１通で足りる場合もあれば、國學院大學のように追加出願の場合には新たに１通提出す

る必要がある大学もあります。調査書の発行も日数を要するので、各大学の入試要項を確認し、調査書の必要通

数を把握したうえで、「調査書交付願」を担任の先生に提出しましょう。 

 

○出願受付方法 

・郵送のみ 

 

(昭和女子大学入試要項より引用) 

 

・窓口へ持参可能 

 

 

 

 

(帝京大学入試要項より引用) 

 

・消印有効と必着の違い 

 「11 月 11 日消印有効」とある場合は、11 月 11 日に郵便局窓口に持ち込んで受け付けてもらえば出願期

日に間に合ったことになります。「11 月 11 日必着」とある場合は、11 月 11 日に大学に届いていないといけ

ないので、必着日の２～３日前には郵送しておくと良いでしょう。不安であれば事前に郵便局に問い合わせてお

くといいでしょう。 

 

・遅くまで営業している郵便局 

 期日ギリギリになることは望ましくありませんが、もしも出願準備がギリギリになり、近所の郵便局が 17 時

で営業終了している場合は、以下の郵便局に持ち込んでみましょう。 

 

 

 



○主体性評価作文(一般選抜受験者対象) 

 一般選抜の受験生も出願時に 500 字程度の作文を求められることがあります。基本的に合否判定には用いま

せんが、中には昭和女子大学のようにボーダーラインに該当した場合に得点化される大学もあるので、しっかり

と内容を精査して記述しましょう。予めベースとなる文章を作成していき、コピー＆ペーストをしながら字数に

合わせて調整していくとよいでしょう。 

 

 

 

 

(学習院大学入試要項より引用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(昭和女子大学入試要項より引用) 

・主体性評価作文を求める主な大学 

青山学院大学、江戸川大学、学習院大学、工学院大学、國學院大學、上智大学、昭和女子大学、清泉女子大学、

中央大学、津田塾大学、日本大学、日本女子大学、法政大学、明治大学、立教大学、早稲田大学など 

 

【受験生の主体性評価作文記述例】 

私は高校２年生の時にオーストラリアへ留学した。そこで、私は留学生と共にオーストラリアの生徒に向けて、

日本に興味を持ってもらえるような出し物をしようと考えた。 

初めに、私たちが考える日本の素敵な所、海外の方にも楽しんでもらいたいと感じる所を出し合い、様々な意

見をもとに出し物は邦楽の手話と、浴衣を着て盆踊りをすることに決まった。勉強や留学準備の合間、限られた

時間の中で話し合い、振り付けなどを考え練習に臨んだ。時間が合わなかったり、難しい振りで練習が思うよう

に進まないときはお互いに連絡を取ったり助け合ったりして練習を続けた。 

その結果、本番では出し物の成功はもちろん、言葉の壁がある中、オーストラリアの生徒は日本語で「綺麗」

や「すごい」と声をかけてくれた。中には「日本へ行きたい」と言ってくれた子もいたことを今でも覚えている。 

限られた高校生活の中、留学という人生の中でも貴重な場において仲間と協力し合えた経験はかけがえのない

時間となった。そして率先して意見を出し形にするまでの過程で得たものは、これからの人生の中で目標に向か

って努力する時に活かしていきたい。(477 字) 

 

 

日本の興味を持ってもらう工夫→自分の意志や判断に基づいて責任を持って行動しているので、主体性がある 

日本の文化を再考し、外国人に伝わるように物事を検討→多様性を認めている中で活動している 

留学した仲間とともに目標達成→お互いに協力をして課題に取り組む協働性がある 



○英検利用入試の注意点 

・受験級の合否を問わず、CSE スコアを満たしていれば出願できるパターン 

 

 

                                     (日本大学入試要項より引用) 

 「受験級・合否を問わず」とあるので、SCBT２級不合格でも CSE スコア 1980 以上を達する、準２級で

CSE スコア 1980 以上を達していても出願できます。 

 

・不合格の CSE スコアが活用できないパターン 

 

 

 

(大妻女子大学入試要項より引用) 

 「不合格のスコアは活用できません」とあるので、日本大学では英検２級不合格 CSE1980 以上であれば活

用できますが、大妻女子大学では活用できないとなります。 

 

・受験級の指定がないパターン 

 

                                (明治学院大学入試要項より引用) 

「受験級を問わない」とあるので、準２級プラスを受験して CSE1980 以上に達すれば英検利用入試を活用

できる、ということにもなります。 

 

・受験級の指定があるパターン 

 

 

 (中央大学入試要項より引用) 

 「受験級は２級以上に限ります」とあるので、準２級で CSE スコアを達していても出願できず、２級以上を

受験して CSE スコアを達していなければいけません。 

 

 

(専修大学入試要項より引用) 

「２級かつ CSE～」とあるので、２級に合格し、CSE スコアの基準を満たしていなければなりません。また、

準１級不合格で上記の CSE スコアを超えていたとしても、この場合は英検利用はできません。 

 

・英検の期限について 

 大学によっては高１年次に取得した英検は利用できない場合があります。高１年次以来、英検を取得していな

い生徒は入試要項をよく確認しましょう。 

                              (獨協大学入試要項より引用) 

 

 

                     (東洋大学入試要項より引用) 



・原本のみ提出、コピー不可 

 

                                 (千葉大学入試要項より引用) 

「原本。写し不可」とあるので、原本を提出しなければいけません。 

 

・コピー提出可 

 

 

「原本またはコピーを提出してください」とあるので、印刷した書類を提出しても問題ありません。 

                          (駒澤大学入試要項より引用) 

・コピー提出可だが原本証明が必要 

 

 

 

 

 

                                  

                             (國學院大學入試要項より引用) 

コピーを提出する場合、原本であることを証明するため学校長の確認印が必要な場合があります。押印まで書

類手続きにより一週間を要することもあるので、原本証明が必要な場合は早めに担任の先生に申し出てください。 

 

・コピー提出可だが、入学手続に際して原本が必要 

 

 

 (武蔵野大学入試要項より引用) 

 このパターンは合格して終わり、ということではありません。この文言を見逃して入学手続締切直前に、証明

書の原本が無いと気付いた場合は手遅れになります。 

 

・手元に合格証明書の原本がない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(公益財団法人日本英語検定協会 HP より引用) 

 英検協会に依頼することで再発行できます。ただし送付まで日数がかかるので、早めに申し込んでください。 

 



○受験生の実際の失敗例 

① 調査書だけ送ってしまい、受理されない 

 

どうしてこのような事が起きるのかわかりませんが、調査書だけ大学に送り付けて出願をしたと思い込んでし

まう生徒が毎年います。入試要項に出願書類・郵送方法について必ず記載されているので、書いてある文言通り

に準備を進めましょう。 

 

② 書類の出願は終えたものの web 出願を忘れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(武蔵大学入試要項より引用) 

 上記の事例だと、事前準備の所で書類作成を進めたことに満足して書類を郵送してしまい、Step１の web 出

願を忘れてしまう受験生がいます。入試要項に手順も細かく書かれているので、一つ一つ丁寧に確認しながら出

願準備を進めましょう。 

 

③ 公募推薦入試出願締切３日前に生徒指導連絡票４枚目に達し、推薦書が発行できない状態に 

 校則違反を出願締切直前まで積み重ねてしまって、受験できなかったケースもあります。指定校推薦または公

募制推薦入試には、学校長の公印を必要とする推薦書が基本的には必要です。校則を遵守できない生徒を推薦す

るわけにはいかないので、改めて校則を遵守して学校生活を送りましょう。 

 

 



④ 他の受験校と出願期日を間違える 

 

 特に一般選抜受験生は多くの大学 

の受験をするので、出願準備は大変で 

す。右記のようなミスを少しでも減ら 

すため、同時並行で出願準備を進める 

のではなく、大学ごとに丁寧に準備を 

進めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 追加出願で必要な出願書類を送り忘れる 

 

 立教大学のように、追加出願の際に調査書 

の追加提出は不要でも、志願票は送る必要が 

ある、といったイレギュラーなパターンもあり 

ます。初めての出願と追加出願で郵送する書類 

が異なることもあるので、入試要項をよく確認 

しましょう。                               (立教大学入試要項より引用) 

  

このような出願ミスを防ぐには、 

とにかく入試要項を読み込む必要 

があります。一生懸命勉強したと 

しても、出願が受理されなければ 

受験することさえできません。 

 出願から入試は始まっている、と 

いう意識のもと緊張感を持って出願 

準備を進めていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

※実際の生徒とのやりとりです 

※実際の生徒とのやりとりです 


